
１２年に１度の･･･うま歳生まれの書家による 

「第５回記念 バレイ書会展」 

～心理・文化学科 古木誠彦（古木青翰）出品～ 

 

さる２０２６年７月２８日（火）～８月２日（日）、東京

銀座のセントラルミュージアム銀座紙パルプ会館５Fにて、

うま歳生まれの書家による「第５回記念 バレイ書会展」が

開催されました。 

文字通り、１２年に１度の開催で、古木青翰先生（本学

科長・教授・書家）も出品しました。以下、古木先生に、

今回の展覧会について話を聞きました。 

「この展覧会には、第３回展から出品しています。毎年

開催する展覧会とは違い、過去の展覧会の一回一回が、も

の凄く感慨深い。会派や世代そして１２年タームという時

間をも超えて、このように書を通しての仲間がいることが、

本当に心強いです。今回の作品も、＜日本の書展＞に継ぐ

第二弾。中国秦時代の里耶秦簡
り や し ん か ん

＜里耶古城遺跡出土の秦代

簡牘群で、紀元前 222 年から紀元前 208 年にいたる行政文

書が秦隷で記載されている＞書法を現代風にアレンジした

ものです。見ての通り、まだまだ挑戦の段階です。」 
 



    

 

作品の内容は「驚心動魄」、意味は「心を驚かせ、魄（た

ましい）を動かす」。 

大げさですが、心を強く揺さぶり、魂を震わせるほどの

感動を起こしたい、という意味を込めて書きましたが、ま

だまだほど遠い。これからも、何がなんでも書き続けます!!

（古木談） 


